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文
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究
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補
助
金
特
定
領
域
研
究
「
我
が
国

の
科
学
技
術
黎
明
期
資
料
の
体
系
化
に
関
す
る
調
査
・
研
究
」

の
中
で
私
た
ち
は
江
戸
・
明
治
時
代
初
期
の
薬
と
医
療
器
具
の

調
査
を
進
め
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
に
六
十
点
余
り
の
薬
箱
を
調

査
す
る
機
会
に
恵
ま
れ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
中
に
は
由

来
が
明
ら
か
な
蘭
方
医
の
薬
箱
は
少
な
い
。
そ
の
点
で
、
蘭
方

を
志
し
た
新
宮
凉
庭
（
一
七
八
七
～
一
八
五
四
年
）
の
薬
箱
は

貴
重
な
資
料
で
あ
る
。
こ
の
薬
箱
は
二
○
年
ほ
ど
前
ま
で
は
新

宮
家
に
伝
わ
り
、
現
在
は
別
の
方
の
所
蔵
と
な
っ
て
い
る
。

薬
箱
は
横
二
六
二
、
奥
行
き
一
七
一
、
高
さ
二
九
三
（
ミ
リ

メ
ー
ト
ル
）
、
五
段
か
ら
な
り
、
下
の
四
段
は
引
き
出
し
で
あ
り
、

最
上
段
に
は
蝶
つ
が
い
の
つ
い
た
上
蓋
が
あ
る
。
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新
宮
凉
庭
の
薬
箱
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検
討
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箱
の
前
・
後
面
に
螺
細
で
文
章
が
は
め
込
ま
れ
、
前
面
に
は

「
解
云
元
氣
者
／
何
自
然
運
行
／
也
瞥
之
臨
病
／
視
自
然
運
行
／

所
欲
何
如
耳
／
天
保
甲
辰
秋
／
鬼
國
山
人
屑
図
幽
」
、
後
面
に

は
己
の
号
只
の
目
の
日
の
目
画
『
号
局
目
冒
胃
／
目
鬮
幽
／
讓
日
人

身
本
／
有
元
氣
者
書
／
之
巧
者
唯
其
／
奴
隷
」
と
あ
る
。
鬼
國

山
人
は
新
宮
凉
庭
の
号
で
あ
り
、
天
保
甲
辰
は
天
保
十
五
年

（
一
八
四
四
）
に
あ
た
る
。
箱
に
記
さ
れ
た
蘭
文
を
直
訳
す
れ
ば

「
医
師
は
自
然
の
下
僕
で
あ
る
」
と
な
る
。
ま
た
、
漢
文
は
「
訳

し
て
曰
く
。
人
身
は
、
本
来
、
元
気
が
あ
る
。
医
師
の
技
は
、

た
だ
、
そ
の
奴
隷
に
す
ぎ
な
い
と
」
、
「
解
し
て
云
う
。
元
気
は

何
れ
も
自
然
の
運
行
で
あ
る
。
医
師
は
病
に
臨
ん
で
、
自
然
の

運
行
の
欲
す
る
と
こ
ろ
が
如
何
な
る
を
視
る
の
み
で
あ
る
と
」

と
読
め
る
。
こ
の
よ
う
な
言
葉
を
江
戸
時
代
の
蘭
方
医
が
各
所

に
記
し
て
い
た
こ
と
を
阿
知
波
五
郎
先
生
が
指
摘
し
て
お
ら
れ

る
（
蘭
学
期
の
「
自
然
」
と
「
医
は
自
然
の
臣
僕
な
り
」
と
の

出
典
に
つ
い
て
、
日
本
医
史
学
雑
誌
二
二
巻
三
三
一
頁
、
一
九

七
六
年
）
。

薬
箱
の
最
上
段
に
は
薬
瓶
二
八
本
と
調
剤
器
具
（
薬
匙
、
ガ

ラ
ス
製
乳
鉢
・
乳
棒
、
メ
ー
ト
ル
グ
ラ
ス
な
ど
）
が
収
め
ら
れ
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て
い
た
・
薬
瓶
に
は
内
容
物
は
な
い
が
、
四
本
に
は
以
下
の
薬

物
名
が
記
さ
れ
て
い
た
。
「
惨
酸
施
」
（
シ
ュ
ウ
酸
セ
シ
ウ
ム
）
、

「
硫
亜
鉛
」
（
硫
酸
亜
鉛
）
、
「
水
製
ホ
ミ
カ
エ
キ
ス
」
、
「
臭
素
安
」

（
臭
化
ア
ン
モ
’
一
ウ
ム
）
。
こ
れ
ら
の
薬
物
名
を
現
段
階
で
は
江

戸
時
代
の
薬
物
書
に
見
出
し
て
い
な
い
。
あ
る
い
は
明
治
期
に

使
わ
れ
た
薬
物
か
も
し
れ
な
い
。

引
き
出
し
の
最
上
段
に
は
二
六
袋
の
薬
袋
が
収
め
ら
れ
て
い

た
。
そ
の
内
訳
は
、
生
薬
名
を
記
し
た
も
の
が
一
七
袋
（
亜
刺

比
亜
、
辰
砿
、
阿
子
、
酸
鰊
、
良
姜
、
川
烏
、
没
薬
、
□
、
ヵ

ン
タ
ア
リ
ス
、
蔓
荊
、
伏
龍
、
嬰
賊
、
萱
政
、
山
査
、
乳

香
、
弩
、
棗
）
、
製
剤
名
を
記
し
た
も
の
が
八
袋
（
齊
世
丸
、

凋
歩
丸
、
三
黄
丸
、
薄
色
散
、
金
黄
散
、
梅
肉
丸
、
星
風
散
、

朱
彗
散
）
、
ラ
ベ
ル
が
剥
が
れ
て
い
て
不
明
の
も
の
が
一
袋
で
あ

っ
た
（
傍
線
を
引
い
た
袋
に
は
生
薬
が
残
っ
て
い
た
）
。
こ
の
内
、

ア
ラ
ビ
ア
ゴ
ム
、
カ
ン
タ
リ
ス
、
没
薬
、
乳
香
、
嬰
粟
殻
な
ど

は
蘭
方
で
し
ば
し
ば
用
い
ら
れ
る
薬
物
で
あ
る
。
一
方
、
三
黄

丸
・
朱
彗
散
・
梅
肉
丸
な
ど
は
漢
方
に
み
ら
れ
る
処
方
で
あ
る
。

収
め
ら
れ
て
い
る
生
薬
と
製
剤
は
全
般
的
に
は
収
數
・
止
血
・

鎮
痛
作
用
を
示
す
も
の
が
多
い
。

二
段
目
の
引
き
出
し
に
は
甘
随
と
記
さ
れ
た
薬
袋
、
ヒ
ス
と

書
か
れ
た
和
紙
に
包
ま
れ
て
ヒ
ス
ト
ル
メ
ス
、
和
紙
に
包
ま
れ

た
麻
糸
、
麻
紐
が
収
め
ら
れ
て
い
た
。
甘
随
は
甘
遂
と
思
わ
れ
、

神
農
本
草
経
に
記
さ
れ
た
漢
薬
で
あ
り
、
強
い
利
水
・
緩
下
剤

で
あ
る
。

三
段
目
の
引
き
出
し
に
は
、
布
の
サ
ッ
ク
に
入
っ
た
舌
押
、

ラ
ス
パ
ラ
ト
リ
ウ
ム
、
大
き
さ
の
異
な
る
烙
鉄
が
二
本
、
細
い

竹
筒
の
中
に
は
先
端
の
形
が
異
な
る
三
本
の
小
鋭
鈎
、
硯
箱
の

中
に
硯
と
筆
、
和
紙
が
収
め
ら
れ
て
い
た
。

四
段
目
の
引
き
出
し
に
は
、
人
参
、
附
子
、
箸
の
三
つ
の
木

箱
が
あ
っ
た
。
彗
は
響
石
（
カ
リ
ウ
ム
と
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
の
硫

酸
塩
鉱
物
）
と
思
わ
れ
、
漢
薬
で
も
あ
る
が
、
一
方
、
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
で
も
収
數
剤
・
止
血
剤
と
し
て
古
く
か
ら
使
わ
れ
た
薬
物

で
あ
る
。

こ
の
薬
箱
に
関
し
て
は
漢
薬
で
は
あ
っ
て
も
漢
方
の
古
典
的

な
使
い
方
が
さ
れ
た
と
は
限
ら
な
い
。
薬
箱
の
検
討
だ
け
か
ら

は
正
確
な
使
い
方
を
伺
い
知
る
こ
と
は
で
き
ず
、
今
後
、
新
宮

凉
庭
の
処
方
録
と
比
較
し
な
が
ら
、
具
体
的
な
治
療
法
を
調
べ

て
い
き
た
い
。


